
1.17に学ぶ ～いろいろな状況を想定して～
毎年１月１７日には、阪神･淡路大震災の犠牲者に哀悼の意を表するとともに、防災教育の授業や地震発生

を想定した避難訓練を実施しています。授業では、県作成教材「明日に生きる」や映像資料等を活用して学
年に応じた内容で行っています。避難訓練は、今年度は通行不能の箇所や火災の発生などを設定し、子ども
たちが、どのように身の安全を確保すればよいのか考えながら避難することをめあてに実施しました。能登
半島地震の被害の様子をテレビ等の映像で見ている児童も多く、これまで以上に真剣に取り組んでいました。

まず、教室から運動場への避難です。体育館の西側を通らなければならなかったり、火災への対応に担任
が手を取られ別の教師の指示で避難しなければならなかったりする中を、落ち着いてあわてず徒歩で避難し
ました。続いて、運動場に整列後、掲げた半旗の意味を説明し全員で黙祷を捧げました。そして、阪神・淡
路大震災以降、能登半島地震をはじめ東北や九州等日本各地で大地震が続き多くの方が犠牲になっているこ
とや、地震以外の自然災害も多く発生していることを話し、災害はいつ起きても不思議ではない、一人の時、
子どもだけでいる時に起きることもあり得ると続けました。そのうえで、１月２日の航空機事故に関して、
一人も犠牲者を出さなかった民間航空機の避難の様子から平素の訓練が大切であることを話し、年に３回実
施している避難訓練を大事にし、「自分の命は自分で守る」ことをしっかり勉強しようと呼びかけました。

教室での防災の授業では、学年に応じて、震災の様子についての学習のほか、教
室以外の場所にいる時や登下校時、家で一人でいる時等に地震が起きたらどうする
かについて考えました。「ランドセルで頭を守る」、「閉じ込められないようにドア
を開ける」等いろいろな意見が出ましたが、もちろん正解はなく、その時の状況に
応じて臨機応変に対応しなければなりません。いずれにせよ、できるだけ冷静に判
断できるようになるために、平素から考え、訓練を繰り返し、身近な人と話し合っ
ておくことが肝要と心得ます。災害時に命を守る学習を、今後も継続していきます。

～揖西西小学校の教育方針等をお伝えします～

★北校舎･新校舎のトイレの供用開始等について
北校舎と新校舎のトイレの改修工事が終わり、昨

年１２月１８日(月)より使用しています。また、配膳
室の工事も終了し、３学期から使用しています。子
どもたちには、今後もずっと、新しくなった施設を
気持ちよく大切に使用し続けてほしいと思います。
なお、現在、南校舎と外トイレの改修工事中で、

３月中には使用できるようになる予定です。さらに、
来年度新設の特別支援学級のための教室工事や古い
倉庫の解体工事も始まります。年度末まで工事が続
き、子どもたちにも不便をかけていますが、ご理解
くださいますよう、よろしくお願いします。

★今年度の卒業証書授与式（卒業式）に関して
昨年度の卒業式では、ご来賓や在校生の参列は見

送らせていただきましたが、今年度は、コロナ禍前
の参列の形態に戻したいと考えています。したがっ
て、５年生児童が、在校生代表として式に参列しま
す（４年生以下の児童については参列せずに、式当
日は自宅学習となります）。なお、本年度の卒業式
は３月２１日(木)、修了式は２２日(金)の実施です。
右の「長期休業期間の変更」は来年度からですので、
お間違いの無いよう、ご注意ください。

～月行事予定表（別紙）とあわせてご覧ください～

★２月１日（木）の合同学習発表会について
構教育集会所において、合同学習発表会を低学年

は１４時から、高学年は１５時５０分頃から実施しま
す。下校時刻が変更となっていますので、ご留意く
ださい（別紙「下校時刻の変更について」参照）。

★2月１５日（木）の授業参観、学級懇談会について
標記のことについて、５校時（１３時４０分開始）

に参観授業を、授業後学級懇談会を実施します。子
どもたちは、１４時４５分一斉下校となります。

★長期休業期間の変更について
たつの市･揖保郡では、来年度より小･中学校の長

期休業期間が変更となり、各学期の始業式等の日も
あわせて変更となります。

現 行 変更後 備 考
春季休業 3月25日～4月 5日 3月25日～4月 7日 ２日延長
夏季休業 7月21日～8月31日 7月22日～8月31日 １日短縮
冬季休業 12月25日～1月 7日 12月25日～1月 6日 １日短縮

［令和６年度の始業式、終業式(修了式)等］
１学期 始業式:4月8日㈪、入学式:4月9日㈫、終業式:7月19日㈮
２学期 始業式:9月2日㈪、終業式:12月24日㈫
３学期 始業式:1月7日㈫、卒業式:3月21日㈮、修了式:3月24日㈪
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※学校外における活動の表彰については、学校に情報提供があったものを紹介させていただいております。

★家族へ思いを届けようプロジェクト202３
兵庫県モラロジー青少年団体連絡協議会会長賞

：出口ひかり⑵・前田愛莉⑴
優秀賞：髙林杏寿⑸・蓑畑縁志朗⑶

★子ども会新春かるた大会
高学年の部 低学年の部
優勝：眞穗ゆうき⑹ 優勝：宮田いろは⑶
準優勝：森崎理菜⑹ 準優勝：井澤紗空⑶
第３位：村上勇貴⑹ 特別賞：山本優希子⑵
敢闘賞：上 川柚月⑹ 努力賞：松尾明花音⑴

濵﨑蘭⑹
特別賞：中野敦仁⑹

★たつの市子ども将棋大会
第４位：髙林楓太⑶

★倉敷市長杯･会長杯争奪
EVOLUTION ALL JAPAN KARATE TOURNAMENT
上級小学６年男子４０Kg以上の部 優勝：根本翔⑹
上級小学６年女子の部 準優勝：根本真緒⑹
※根本真緒さんは、１２月に愛知県名古屋市で開催
された全国大会にも出場しました。

★不動心杯ジュニアオープン空手道選手権大会
ビギナークラス 小４女子優勝：山本果歩⑷

★世界全極真近畿大会･世界全極真兵庫カップ（空手道）
小学４年生女子初級 ４位：山本果歩⑷

《１月１３日（土） 子ども会「新春かるた大会」》
揖西コミュニティセンターを会場に、スポーツクラ

ブ ２１揖西西並びに西小校区子ども会主催の新春かる
た大会が開かれました。高学年の部と低学年の部に分
かれ、個人戦で行われました。２回戦行い、合計獲得
枚数で表彰者が右記のとおり決定しました。副賞や参
加賞もあり、競技後は和やかな雰囲気に包まれた新春
に相応しい大会となりました。

《表彰》～受賞者のみなさん、おめでとう(敬称略、数字は学年)～
★ひょうご新聞感想文コンクール
奨励賞：山本悠央⑹

★JA共催小･中学生書道コンクール（追加分）
努力賞：田渕乃々華⑹・西田真奈⑹・木原和香⑸

丸山大成⑸・坂本蓮旺⑷・西田明日香⑷
木原滉晴⑶・高島悠⑴・平林璃己⑴

★「農」絵画コンクール風景画の部
佳作：井上帆希⑶

★小学生の税に関するポスター
兵庫県納税貯蓄組合総連合会優秀賞：根本あづさ⑸
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